
台風の接近・上陸に伴う洪水を対象とした、境町の
避難指示の発令等に着目したタイムライン（防災行動計画）

利根川上流河川事務所 住民等境 町気象・水象情報

水防団待機水位到達
八斗島：0.8m
栗 橋：2.7m
芽吹橋：2.0ｍ

水防警報（待機・準備）

氾濫注意水位到達
八斗島:1.9m
栗 橋:5.0m
芽吹橋:5.0m

避難判断水位到達
八斗島：3.１m
栗 橋：7.6m
芽吹橋：6.9m

洪水予報（氾濫注意情報）

洪水予報（氾濫警戒情報）

水防警報（出動）

避 難 指 示

避 難 完 了

要配慮者等は避難開始

○大雨警報・洪水警報発表

○台風に関する気象庁記者会見

○施設（調節池・水門・排水機場等）の点検・操作確認

避 難 開 始

○リエゾンの派遣
（必要に応じて）

緊急復旧、堤防調査委員会設置

○災害対策機械の派遣
（要請に応じ）

◇台風予報

-72h

-48h

0h

○水害リスクライン
「避難判断相当水位（赤）」

○災害対策用資機材・復旧資機材等の確保

○リエゾン体制の確認

○協力機関の体制確認

○出水時点検（巡視）

-5h

○テレビ、ラジオ、インターネット及び
役場からのお知らせによる気象警報
確認
○自主避難先の確認（親戚・知人宅等）

○防災無線、Sakainfo、エリア
メール等による避難情報（高
齢者等避難）を受信
○自家用車及びバス等による
避難開始
（自主避難先又は指定（広域）
避難所

○CCTVによる監視強化

【注意体制】

【警戒体制】

【非常体制】

○応援体制の確認・要請（防災エキスパート等）

○被害状況の把握
（ヘリコプター等による迅速な状況把握）
○TEC-FORCEの活動

○被害状況・調査結果等の公表

○ハザードマップ等による避難所・
避難ルートの確認
○個人携行品（食料・貴重品・常備薬等）
○自主防災役員会議
⇒連絡先を確認
⇒避難先・要領の検討
（バスによる避難者の把握）

台
風
上
陸

◇暴風雨警報発表

※気象・水象情報に関する発表等のタイミングについては、地域・事象によって、異なります。

◇台風に関する茨城県気象情報（随時）

○大雨注意報・洪水注意報発表

◇台風に関する気象庁記者会見

最終的な危険回避行動

注意体制（第１次配備）：災害対策連絡室

レベル

５

レベル

４
危険水位

レベル

３

レベル

２
注意水位

レベル

１
指定水位

緊急安全確保

氾濫危険水位到達
栗 橋：9.2m
(計画高：9.9m）
芽吹橋：7.4m

（計画高：7.94m）

洪水予報（氾濫危険情報）

氾濫する可能性ある水位

栗 橋：10.50m
芽吹橋：9.00m

洪水予報（氾濫発生情報）

◇早期注意情報（警報級の可能性）

※５日先までに予想されているとき、
ホームページに発表

災害への心構えを高める

自らの避難行動を確認

「早期注意情報（警報級の可能性）」を気象庁が発表警戒レベル１

「洪水注意報、大雨注意報等」を気象庁が発表
境町で累加雨量100mmを超える場合、染谷川越水を考慮

警戒レベル２

➢ 気象、水防等に関する情報収集、住民への伝達（HP、Sakainfo等）
➢ 広域避難所、バス協会等、協定先との連絡調整
➢ 役場内の情報共有、初動対応チーム招集準備
➢ 土のうステーション点検・補充（２０００個準備）

警戒レベル４

警戒レベル５

★ホットライン
（氾濫の可能性、越水予想時期）

氾濫発生

台
風
接
近

-11h

-13h

境 町

○水防警報（指示）

利根川/八斗島・栗橋・芽吹橋

令和４年４月時点このタイムラインは、令和４年４月の利根川上流洪水予報・水防警報基準水位変更に伴い修正したものです。
なお、時間経過は、当時の気象情報及び河川の状況により、避難情報の発令時期や、それに伴う行動は変化するため、固定観念に捉われない様に注意する必要があります。

○水害リスクライン
「氾濫危険水位超過相当（紫）」

◇大雨特別警報
○水害リスクライン
「氾濫している可能性（黒）」

➢ 気象・河川及び被害情報の収集
➢ 初動対応チーム活動開始
➢ 水防団等への注意喚起、休校・休園の判断

警戒態勢（第２次配備）：警戒本部

➢ 気象・河川及び被害情報の収集
➢ 自主避難所の開設・運営、自主避難の呼びかけ
➢ 水防団等への注意喚起、休校・休園の判断
➢ 内水氾濫の場合、水防団（一部）及び初動対応チーム活動開始

特別警戒態勢（第３次配備）：特別警戒本部

➢ 被害情報の収集、道路冠水箇所の看板・誘導員等設置
➢ 災害対策本部開設準備（関係機関作業室を含む。）
➢ 水防団等への待機命令（一部は内水氾濫対応を継続）
➢ （広域）避難所の開設準備（備蓄品等搬入、受入れ準備）
➢ 関係機関等リエゾン派遣要請

★ ＃１災害対策本部会議
⇒広域避難（場所）の要否決心
⇒避難情報（高齢者等避難）の発令時
期・地域検討

➢ 避難者用バス配車要請
➢ （広域）避難所の開設・運営
➢ 区長等及び要配慮者施設への避難要請（直接連絡）
➢ 水防団（一部）による避難広報（＃１追い出し）
➢ 関係機関の合同調整所開設
➢ 町民への情報提供
⇒気象・河川・道路及び避難所の状況

非常体制（第４次配備）：災害対策本部

★ ＃２災害対策本部会議
⇒避難情報（避難指示）発令時期・
地域決定

⇒災対本部移転の要否検討
（状況により移転準備を開始）

➢ 広域避難所拡充の要否
➢ 避難者用バス（バス協会）撤収要請時期
➢ 水防団に対する避難広報（＃２追い出し）
➢ 町民への情報提供
⇒気象・河川・道路及び避難所の混雑

★ ＃３災害対策本部会議
⇒TEC-FORCE及び自衛隊へ派遣要請
⇒自衛隊への派遣要請

➢ 水害避難タワー開放
➢ 水防団による水防活動（軽微な漏水等の場合）
➢ 町民への情報提供
⇒氾濫等（予想）箇所、垂直避難等安全確保指示

自主的な広域避難開始

○気象・河川及び道路（冠水）情報収集
○浸水地域外の親戚・知人宅へ避難
○区長、民生委員、社協等により要配慮
者等へ避難の声かけ（広域避難用バス
利用者の把握）

○災害避難カード確認
○自宅保全

高齢者等避難

警戒レベル３

○災害対策本部への情報提供

（所在情報、被害情報、行方不明・河川
情報等）
○救助要請（必要に応じ）

○防災無線、Sakainfo、エリア
メール等による避難情報（避
難指示）を受信
○避難者名簿登録
○避難所運営への協力

中流４県境広域避難共同検討開始
（要件に合致した場合）

-38h

-19h

-9h

-3h

★ホットライン
（氾濫の可能性助言要請）

★ホットライン
（氾濫の可能性、越水予想
時期・場所）

★ホットライン
（越水時期・場所）



台風の接近・上陸に伴う洪水を対象とした、境町の
避難指示の発令等に着目したタイムライン（防災行動計画）

利根川上流河川事務所 住民等境 町気象・水象情報

水防団待機水位到達

古 河：2.7m

水防警報（待機・準備）

氾濫注意水位到達

古 河：4.7m

避難判断水位到達

古 河：8.9m

洪水予報（氾濫注意情報）

洪水予報（氾濫警戒情報）

水防警報（出動）

避 難 指 示

避 難 完 了

要配慮者等は避難開始

○大雨警報・洪水警報発表

○台風に関する気象庁記者会見

○施設（調節池・水門・排水機場等）の点検・操作確認

避 難 開 始

○リエゾンの派遣
（必要に応じて）

緊急復旧、堤防調査委員会設置

○災害対策機械の派遣
（要請に応じ）

◇台風予報

-72h

-48h

0h

○水害リスクライン
「避難判断相当水位（赤）」

○災害対策用資機材・復旧資機材等の確保

○リエゾン体制の確認

○協力機関の体制確認

○出水時点検（巡視）

-5h

○テレビ、ラジオ、インターネット及び
役場からのお知らせによる気象警報
確認
○自主避難先の確認（親戚・知人宅等）

○防災無線、Sakainfo、エリア
メール等による避難情報（高
齢者等避難）を受信
○自家用車及びバス等による
避難開始
（自主避難先又は指定（広域）
避難所

○CCTVによる監視強化

【注意体制】

【警戒体制】

【非常体制】

○応援体制の確認・要請（防災エキスパート等）

○被害状況の把握
（ヘリコプター等による迅速な状況把握）
○TEC-FORCEの活動

○被害状況・調査結果等の公表

○ハザードマップ等による避難所・
避難ルートの確認
○個人携行品（食料・貴重品・常備薬等）
○自主防災役員会議
⇒連絡先を確認
⇒避難先・要領の検討
（バスによる避難者の把握）

台
風
上
陸

◇暴風雨警報発表

※気象・水象情報に関する発表等のタイミングについては、地域・事象によって、異なります。

◇台風に関する茨城県気象情報（随時）

○大雨注意報・洪水注意報発表

◇台風に関する気象庁記者会見

最終的な危険回避行動

注意体制（第１次配備）：災害対策連絡室

レベル

５

レベル

４
危険水位

レベル

３

レベル

２
注意水位

レベル

１
指定水位

緊急安全確保

氾濫危険水位到達
古 河：9.7m

(計画高：9.72m）

洪水予報（氾濫危険情報）

氾濫する可能性ある
水位

古 河：10.80m

洪水予報（氾濫発生情報）

◇早期注意情報（警報級の可能性）

※５日先までに予想されているとき、
ホームページに発表

災害への心構えを高める

自らの避難行動を確認

「早期注意情報（警報級の可能性）」を気象庁が発表警戒レベル１

「洪水注意報、大雨注意報等」を気象庁が発表
境町で累加雨量100mmを超える場合、染谷川の越水を考慮警戒レベル２

➢ 気象、水防等に関する情報収集、住民への伝達（HP、Sakainfo等）
➢ 広域避難所、バス協会等、協定先との連絡調整
➢ 役場内の情報共有、初動対応チーム招集準備
➢ 土のうステーション点検・補充（２０００個準備）

警戒レベル４

警戒レベル５

★ホットライン
（氾濫の可能性、越水予想時期）

氾濫発生

台
風
接
近

-11h

-13h

境 町

○水防警報（指示）

渡良瀬川/古 河

令和４年４月時点

○水害リスクライン
「氾濫危険水位超過相当（紫）」

◇大雨特別警報
○水害リスクライン
「氾濫している可能性（黒）」

➢ 気象・河川及び被害情報の収集
➢ 初動対応チーム活動開始
➢ 水防団等への注意喚起、休校・休園の判断

警戒態勢（第２次配備）：警戒本部

➢ 気象・河川及び被害情報の収集
➢ 自主避難所の開設・運営、自主避難の呼びかけ
➢ 水防団等への注意喚起、休校・休園の判断
➢ 内水氾濫の場合、水防団（一部）及び初動対応チーム活動開始

特別警戒態勢（第３次配備）：特別警戒本部

➢ 被害情報の収集、道路冠水箇所の看板・誘導員等設置
➢ 災害対策本部開設準備（関係機関作業室を含む。）
➢ 水防団等への待機命令（一部は内水氾濫対応を継続）
➢ （広域）避難所の開設準備（備蓄品等搬入、受入れ準備）
➢ 関係機関等リエゾン派遣要請

★ ＃１災害対策本部会議
⇒広域避難（場所）の要否決心
⇒避難情報（高齢者等避難）の発令時
期・地域検討

➢ 避難者用バス配車要請
➢ （広域）避難所の開設・運営
➢ 区長等及び要配慮者施設への避難要請（直接連絡）
➢ 水防団（一部）による避難広報（＃１追い出し）
➢ 関係機関の合同調整所開設
➢ 町民への情報提供
⇒気象・河川・道路及び避難所の状況

非常体制（第４次配備）：災害対策本部

★ ＃２災害対策本部会議
⇒避難情報（避難指示）発令時期・
地域決定

⇒災対本部移転の要否検討
（状況により移転準備を開始）

➢ 広域避難所拡充の要否
➢ 避難者用バス（バス協会）撤収要請時期
➢ 水防団に対する避難広報（＃２追い出し）
➢ 町民への情報提供
⇒気象・河川・道路及び避難所の混雑

★ ＃３災害対策本部会議
⇒TEC-FORCE及び自衛隊へ派遣要請
⇒自衛隊への派遣要請

➢ 水害避難タワー開放
➢ 水防団による水防活動（軽微な漏水等の場合）
➢ 町民への情報提供
⇒氾濫等（予想）箇所、垂直避難等安全確保指示

自主的な広域避難開始

○気象・河川及び道路（冠水）情報収集
○浸水地域外の親戚・知人宅へ避難
○区長、民生委員、社協等により要配慮
者等へ避難の声かけ（広域避難用バス
利用者の把握）

○災害避難カード確認
○自宅保全

高齢者等避難

警戒レベル３

○災害対策本部への情報提供

（所在情報、被害情報、行方不明・河川
情報等）
○救助要請（必要に応じ）

○防災無線、Sakainfo、エリア
メール等による避難情報（避
難指示）を受信
○避難者名簿登録
○避難所運営への協力

中流４県境広域避難共同検討開始
（要件に合致した場合）

-38h

-19h

-9h

-3h

★ホットライン
（氾濫の可能性助言要請）

★ホットライン
（氾濫の可能性、越水予想
時期・場所）

★ホットライン
（越水時期・場所）

このタイムラインは、令和４年４月の利根川上流洪水予報・水防警報基準水位変更に伴い修正したものです。
なお、時間経過は、当時の気象情報及び河川の状況により、避難情報の発令時期や、それに伴う行動は変化するため、固定観念に捉われない様に注意する必要があります。



台風の接近・上陸に伴う洪水を対象とした、境町の
避難指示の発令等に着目したタイムライン（防災行動計画）

利根川上流河川事務所 住民等境 町気象・水象情報

水防団待機水位到達

乙 女：3.0m

水防警報（待機・準備）

氾濫注意水位到達

乙 女：5.50m

避難判断水位到達

乙 女：5.70m

洪水予報（氾濫注意情報）

洪水予報（氾濫警戒情報）

水防警報（出動）

避 難 指 示

避 難 完 了

要配慮者等は避難開始

○大雨警報・洪水警報発表

○台風に関する気象庁記者会見

○施設（調節池・水門・排水機場等）の点検・操作確認

避 難 開 始

○リエゾンの派遣
（必要に応じて）

緊急復旧、堤防調査委員会設置

○災害対策機械の派遣
（要請に応じ）

◇台風予報

-72h

-48h

0h

○水害リスクライン
「避難判断相当水位（赤）」

○災害対策用資機材・復旧資機材等の確保

○リエゾン体制の確認

○協力機関の体制確認

○出水時点検（巡視）

-5h

○テレビ、ラジオ、インターネット及び
役場からのお知らせによる気象警報
確認
○自主避難先の確認（親戚・知人宅等）

○防災無線、Sakainfo、エリア
メール等による避難情報（高
齢者等避難）を受信
○自家用車及びバス等による
避難開始
（自主避難先又は指定（広域）
避難所

○CCTVによる監視強化

【注意体制】

【警戒体制】

【非常体制】

○応援体制の確認・要請（防災エキスパート等）

○被害状況の把握
（ヘリコプター等による迅速な状況把握）
○TEC-FORCEの活動

○被害状況・調査結果等の公表

○ハザードマップ等による避難所・
避難ルートの確認
○個人携行品（食料・貴重品・常備薬等）
○自主防災役員会議
⇒連絡先を確認
⇒避難先・要領の検討
（バスによる避難者の把握）

台
風
上
陸

◇暴風雨警報発表

※気象・水象情報に関する発表等のタイミングについては、地域・事象によって、異なります。

◇台風に関する茨城県気象情報（随時）

○大雨注意報・洪水注意報発表

◇台風に関する気象庁記者会見

最終的な危険回避行動

注意体制（第１次配備）：災害対策連絡室

レベル

５

レベル

４
危険水位

レベル

３

レベル

２
注意水位

レベル

１
指定水位

緊急安全確保

氾濫危険水位到達
乙 女：8.70m
(計画高：8.74m）

洪水予報（氾濫危険情報）

氾濫する可能性ある
水位

乙 女：10.40m

洪水予報（氾濫発生情報）

◇早期注意情報（警報級の可能性）

※５日先までに予想されているとき、
ホームページに発表

災害への心構えを高める

自らの避難行動を確認

「早期注意情報（警報級の可能性）」を気象庁が発表警戒レベル１

「洪水注意報、大雨注意報等」を気象庁が発表
境町で累加雨量100mmを超える場合、染谷川の越水を考慮警戒レベル２

➢ 気象、水防等に関する情報収集、住民への伝達（HP、Sakainfo等）
➢ 広域避難所、バス協会等、協定先との連絡調整
➢ 役場内の情報共有、初動対応チーム招集準備
➢ 土のうステーション点検・補充（２０００個準備）

警戒レベル４

警戒レベル５

★ホットライン
（氾濫の可能性、越水予想時期）

氾濫発生

台
風
接
近

-11h

-13h

境 町

○水防警報（指示）

思 川 / 乙 女

令和４年４月時点

○水害リスクライン
「氾濫危険水位超過相当（紫）」

◇大雨特別警報
○水害リスクライン
「氾濫している可能性（黒）」

➢ 気象・河川及び被害情報の収集
➢ 初動対応チーム活動開始
➢ 水防団等への注意喚起、休校・休園の判断

警戒態勢（第２次配備）：警戒本部

➢ 気象・河川及び被害情報の収集
➢ 自主避難所の開設・運営、自主避難の呼びかけ
➢ 水防団等への注意喚起、休校・休園の判断
➢ 内水氾濫の場合、水防団（一部）及び初動対応チーム活動開始

特別警戒態勢（第３次配備）：特別警戒本部

➢ 被害情報の収集、道路冠水箇所の看板・誘導員等設置
➢ 災害対策本部開設準備（関係機関作業室を含む。）
➢ 水防団等への待機命令（一部は内水氾濫対応を継続）
➢ （広域）避難所の開設準備（備蓄品等搬入、受入れ準備）
➢ 関係機関等リエゾン派遣要請

★ ＃１災害対策本部会議
⇒広域避難（場所）の要否決心
⇒避難情報（高齢者等避難）の発令時
期・地域検討

➢ 避難者用バス配車要請
➢ （広域）避難所の開設・運営
➢ 区長等及び要配慮者施設への避難要請（直接連絡）
➢ 水防団（一部）による避難広報（＃１追い出し）
➢ 関係機関の合同調整所開設
➢ 町民への情報提供
⇒気象・河川・道路及び避難所の状況

非常体制（第４次配備）：災害対策本部

★ ＃２災害対策本部会議
⇒避難情報（避難指示）発令時期・
地域決定

⇒災対本部移転の要否検討
（状況により移転準備を開始）

➢ 広域避難所拡充の要否
➢ 避難者用バス（バス協会）撤収要請時期
➢ 水防団に対する避難広報（＃２追い出し）
➢ 町民への情報提供
⇒気象・河川・道路及び避難所の混雑

★ ＃３災害対策本部会議
⇒TEC-FORCE及び自衛隊へ派遣要請
⇒自衛隊への派遣要請

➢ 水害避難タワー開放
➢ 水防団による水防活動（軽微な漏水等の場合）
➢ 町民への情報提供
⇒氾濫等（予想）箇所、垂直避難等安全確保指示

自主的な広域避難開始

○気象・河川及び道路（冠水）情報収集
○浸水地域外の親戚・知人宅へ避難
○区長、民生委員、社協等により要配慮
者等へ避難の声かけ（広域避難用バス
利用者の把握）

○災害避難カード確認
○自宅保全

高齢者等避難

警戒レベル３

○災害対策本部への情報提供

（所在情報、被害情報、行方不明・河川
情報等）
○救助要請（必要に応じ）

○防災無線、Sakainfo、エリア
メール等による避難情報（避
難指示）を受信
○避難者名簿登録
○避難所運営への協力

中流４県境広域避難共同検討開始
（要件に合致した場合）

-38h

-19h

-9h

-3h

★ホットライン
（氾濫の可能性助言要請）

★ホットライン
（氾濫の可能性、越水予想
時期・場所）

★ホットライン
（越水時期・場所）

このタイムラインは、令和４年４月の利根川上流洪水予報・水防警報基準水位変更に伴い修正したものです。
なお、時間経過は、当時の気象情報及び河川の状況により、避難情報の発令時期や、それに伴う行動は変化するため、固定観念に捉われない様に注意する必要があります。


